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ope出し後に14wの人が来院したとの連絡あり、西島先生に診察を依頼した。帝王切開は長谷川先

生と服部、スムーズにすすみ37分で終了。西島先生に連絡したところ、14w・29wの両方の人の

診察が済み、内服処方し、帰宅となったとのことであった。 
西島先生は宿舎へ行き、服部が当直。 
18時頃2件目帝王切開の人の悪露が多いと病棟から連絡があった。マグネゾールを投与していたた

め、子宮収縮が悪かったようだ。クスコ診をして、落ち着いていることを確認し、アトニンを追加

した。その後出血は減少した。 
夜中、東北大学からTELあり。子宮頸癌ⅡbでCCRT後の患者さんが下痢・腹痛・悪心で石巻赤

十字病院受診を希望しているとのこと。OKし、FAXを送ってもらう。その後患者さんは徒歩で受

診した。救急Dr.が診察し、胃腸炎らしいとのことで、そのまま帰宅となった。その他、病棟より

複数回コールあった。 
 
8月21日（日） 
AM4：30頃地震あり、震度３。寝ていて何か揺れるなーとの感じであったが、一瞬ドスンとの音

があり、目覚める。念のため、病棟に行き、異常がないことを確認し、再度当直室で、眠る。 
朝のニュースで今日は雨、最高気温23℃とのこと。帰りに何か羽織るものでも買って帰る必要があ

るか？ 
西島先生に申し送りし、当直を交代した。 
タクシーで宿舎の“マイルーム石巻”へ、道に慣れたタクシーで、裏道を通っていた。道に凹凸あ

り、尋ねたところ、やはり地震のためとのこと、当初はもっと凸凹していたが、舗装しこれでも大

分良くなったとのこと。途中の小さな公園にも仮設住宅があった。 
宿舎は古いアパートであった。食券と鍵をうけとり部屋へ。落ち着いてからタクシーで近所のイオ

ンへ出かけた。 
イオンのショッピングモールは大きく、たくさんの店があり、マイカルシネマもあった。食事をし、

病棟用のシューズと西島先生に頼まれていたUSBマウスを購入。あとは本屋へ行き、そこで2時

間ほど立ち読みした。スーパーでお茶・コーヒーとお菓子を購入。 
ちょうどイオンの中で24時間テレビをやっており、内山くんがロケしているところであった。 
先ほどのタクシーを呼び宿舎へ戻った。仮眠をとって、その後購入した本を読む。 
夕食を食べに食堂へ。本日はハンバーグであった。 
部屋に戻り、野球を見つつ読書。中日対広島は１－１で引き分けた。買った本を読み切り、シャワ

ーを浴びて就寝。 
明日からはどんな1週間になるのであろうか？ 
 
8月22日（月） 
朝タクシーで病院へ 
昨日の当直（西島先生）：救外2件、分娩2件。 
AM 外来：服部、病棟：西島先生（分娩1件） 
PM 外来；西島先生。 服部は外来が2時近くまでかかり、その後オペ室に入るが、帝王切開

の手洗いはしなかった。 
当直（服部） 
①子宮留膿症（92歳）：慣れた看護師さんがついてくれたおかげでスムーズに処置出来た。子宮腔

内洗浄も行ったが、貯留は少なかった。翌日外来受診として帰宅。 
②子宮外妊娠：腹腔鏡手術へ、千坂先生（科長）、長沼先生（婦人科ローテーター）を呼んで手術。

予想以上に腹腔内の癒着が強かった。 
③進行流産：子宮頸管内に胎嚢が出てきていたため、外来でそのまま排出させた。→帰宅。 
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ンはまだ再開

限定）を買い

井へ。天気も良

出の自宅へ。や

す。 

対応多数との

て腹腔穿刺を

促進していた

送を受け入れた

まで分娩停止

後に、②を千

であった。 

院前で写真を

っていた。 
ってもらった

害は少なかっ

その後高速道

しておらず。

中へ。定刻通

良く、緑も全

やっと帰って

のこと。 

していた様子

た。 
た、②陣痛促進

止となっていた

千坂先生と服部

をとりタクシー

た。家の門のみ

ったそうだ。萩

道路を使い、仙

牛タン弁当を

通り飛行機は出

全体にイキイキ

てきた。1週間

子。同

進をし

た。①

部で帝

ーへ。

みが残

萩の月

仙台空

を買っ

出発。

キとし

間はや


